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新英訳（Maurice Merleau-Ponty. Phenomenology of Perception. Translated by 
Donald A. Landes. Routledge. 2012.）を出版し、次いで『メルロ=ポンティ辞
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・ ・ ・ ・
（inscribing）という出来事において、ある関係の全体的なネ
ットワークが外記される































































































Barbaras, Renaud. 1991. De l’être du phénomène: sur l’ontologie de Merleau-Ponty, 
Grenoble. などが挙げられる。 
(2) Merleau-Ponty. 1960. Signes. Galimard. pp.66-67. なお、引用元 «Le langage 
indirect et les voix du silence» の初出は 1952 年の Les Temps Modernes 誌。 
(3) Merleau-Ponty. 1966. Sens et non-sens. Nagel. p.26. なお、引用元 ’Le doute de 
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(5) オリジナルのテクストは雑誌 Po&sie の 1988 年 47 号に掲載されたが、『限り
ある思考』に収録された版にはオリジナルのテクストとはかなりの異同が認め
られる。例えば Po&sie 版で「書くことの諸理由」「読むことの諸理由」の二部
構成だった 15 頁のテクストは、『限りある思考』版では一部構成で 8 頁のテク
ストへと大幅に修正されている。 
(6) この領域は「空虚な自由（liberté vide）」とも呼ばれる。（cf. Nancy 1990: 61） 
(7) Ibid. p.62 
(8) Ibid. p.55 
(9) 下線部強調は評者。 
(10) 下線部強調は評者。 
(11) Merleau-Ponty 1945: 229-230. 
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